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１ ＶＢＮＥＴＤＸＶ５のデバック方法 

① Visual Studio 2022 をインストール 

② DirectXをインストール 

③ JPEGの STATICライブラリの作成 

④ CDJPGCNVの LIBと DLLを作成 

⑤ CAPDXDLLの DLLを作成 

⑥ USBDXDLLの DLLを作成 

⑦ VBNETDXの EXEを作成 

 



 

 

１－１ VBNETDX の Sourceにプログラムが格納されています 

  
 

２ Visual Studio 2022 

  VisualStudioSetup.exe をダウンロードして実行 

 

３ DirectXのインストール 

DXSDK_Jun10.exe をダウンロードして実行 

 

４ JPEGの STATICライブラリの作成 

  

 

４－１ JPEG STATICライブラリの作成 

  

① JPEG.SLNから VS2022を起動 



 

 

 
② DEBUG の X86又は WIN32モードを設定し JPEGのリビルドを実行 

  

 

③ Source\jpeg\debug\libに jpeg.libが作成される 

 

 

④ 作成された jpeg.libを CDJPGCNVの lib\debugへコピーする 

 

 



 

 

５ CDJPGCNVの LIBと DLLを作成 

 

 

５－１CDJPGCNVライブラリの作成 

  

① CDJPGCNV.slnから VS2022を起動し、 

DEBUGの X86又は WIN32モードを設定し CDJPGCNVのリビルドを実行 

 

② Source\CDJPGCNV\debug\lib に CDJPGCNV.lib と CDJPGCNV.DLL が作成され

る 



 

 

 

③ 作成された CDJPGCNV.libを CAPDXDLLの lib\debugへコピーする 

   

④ 作成された CDJPGCNV.libを USBDXDLLの lib\debugへコピーする 

 

６ CAPDXDLLの DLLを作成 

  

６－１CAPDXDLLライブラリの作成 

  

① CAPDXDLL.slnから VS2022を起動し、 

DEBUG の X86又は WIN32モードを設定し CAPDXDLLのリビルドを実行 



 

 

  

② Source\ CAPDXDLL \debug\libに CAPDXDLL.DLLが作成される 

 
 

７ USBDXDLLの DLLを作成 

  

 



 

 

７－１USBDXDLLライブラリの作成 

  

① USBDXDLL.slnから VS2022を起動し、 

DEBUG の X86又は WIN32モードを設定し USBXDLLのリビルドを実行 

  

 

② Source\ USBDXDLL \debug\libに USBDXDLL.DLLが作成される 

 
 

 



 

 

８ VBNETDXの EXEを作成 

  

 

８－１VBNETDX.EXELの作成 

  

① VBNETDX.slnから VS2022を起動し 

DEBUG の X86又は WIN32モードを設定し VBNETDXのリビルドを実行 

 

 

② Source\VBNETDX￥bin\x86\debugに VBNETDX.EXEが作成される 



 

 

 

 

９ VBNETDXのデバック処理 

① Source\VBNETDX￥bin\x86\debugに DLLを全てコピーする 

 

 

② VS2022からデバック処理を起動 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


